
































































り、アメリカ法律協会（American Law Institute）は 1992 年に「コーポレートガバナンス














として、1998 年に「統合規範（The Combined Code）」2010 年に上場企業に対する規律で






力開発機構 （Organisation for Economic Co-operation and Development 以下、OECD）は経
済諮問会議を設置し、1995 年に「OECD コーポレートガバナンス原則（OECD Principles 






















































































































2014、DeFond & Zhang, 2014）。
3.5　監査実務で使用する不正会計に関する理論
　本節では、本論文の分析目的である不正会計に関する理論を検討する。企業不正に関する
理論の元となったのは、アメリカの組織犯罪研究者 Donald R. Cressey が 1953 年に公表し








cht は、①不正を実行し隠蔽できる機会の認識（Perceived opportunity）、②プレッシャ （ー動
機）の認識（Perceived pressure）、③行動が許されるという正当化（Rationalize the behav-































































































































































































































BIG4 を大手として、大手の監査法人と契約している場合は 1 を、それ以外は 0 を付す
（Carcello & Nagy, 2004）。
（b）監査報酬および非監査報酬
　仮説 1-2、1-3 をテストするため、監査報酬金額、非監査報酬金額を用いる。監査報酬・




（Dalton et al, 2007）。
（d）社外取締役比率




等設置会社等を採用している年は 1、採用していない年に 0 を付す。
（f）企業業績
　仮説 2-1 をテストするため、企業の総資産当期純利益率（ROA）を用いる。ROA は総資
産と当期純利益の比率である（Yermack, 1996）。
（g）企業の余剰資金
　仮説 2-2 をテストするため、Free cash flow を用いる。Free cash flow は営業活動による
キャッシュフローと投資活動によるキャッシュフローを合わせた指標である。先行研究
（Bhagat & Black, 1999）は営業 CF に償却費を加算した数値を用いているが、企業の営業
活動と投資活動によるキャッシュフローとしてより厳密な Free Cash Flow を用いた。
（h）企業の財政状態
　仮説 2-3 をテストするため、Net D/E ratio を用いる。Net D/E ratio は、企業の純有利
子負債と自己資本の比率である。先行研究（Erickson et al, 2006）は負債総資産比率を用い





（Bhagat & Black, 1999）。
③コントロール変数
　企業規模をコントロールするため時価総額対数を用いる（Erickson et al, 2006）。
　説明変数およびコントロール変数は有価証券報告書とデータベース（EDINET、日経
NEEDS financial QUEST、日経 NEEDS-Cges、eol、SPEEDA）により集計した。









Variable Unit Obs Mean Std.Dev. Min Max
? Accounting fraud ??,??? ?.??? ?.??? ? ?
? 監査法人（BIG?） ??,??? ?.??? ?.??? ? ?
? 監査報酬／売上高 % ??,??? ?.??? ?.??? ?.??? ??.???
? 非監査報酬／売上高 % ??,??? ?.??? ?.??? ?.??? ?.???
? 金融機関の持株比率 % ??,??? ??.??? ??.??? ?.??? ??.???
? 法人株主の持株比率 % ??,??? ??.??? ??.??? ?.??? ??.???
? 社外取締役比率 % ??,??? ?.??? ?.??? ?.??? ?.???
? 指名委員会等設置会社等 ??,??? ?.??? ?.??? ? ?
? ROA % ??,??? ?.??? ?.??? ︲???.??? ???.???
?? Free cash flow Bil Yen ??,??? ?.??? ??.??? ︲?,???.??? ?,???.???
?? Net D/E ratio ??,??? ?.??? ?.??? ?.??? ???.???
?? 社長級の持株比率 % ??,??? ?.??? ??.??? ?.??? ??.???
?? 時価総額対数 ??,??? ?.??? ?.??? ?.??? ??.???
図表 3　相関係数
Variable ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ??
? Accounting fraud
? 監査法人（BIG?） ?.???
? 監査報酬／売上高 ?.??? ︲?.???
? 非監査報酬／売上高 ︲?.??? ?.??? ?.???
? 金融機関の持株比率 ?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.???
? 法人株主の持株比率 ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.???
? 社外取締役比率 ?.??? ?.??? ?.??? ?.??? ︲?.??? ?.???
? 指名委員会等設置会社等 ?.??? ?.??? ?.??? ?.??? ?.??? ︲?.??? ?.???
? ROA ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ?.??? ?.??? ︲?.??? ?.???
?? Free cash flow ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ?.??? ?.??? ?.???
?? Net D/E ratio ?.??? ︲?.??? ?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.???
?? 社長級の持株比率 ?.??? ︲?.??? ?.??? ?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.??? ?.??? ︲?.??? ?.???








関する変数は、ROA は有意な結果とならなかった。Free cash flow は係数マイナスで 5％
水準の有意となり、Net D/E ratio は有意な結果とならなかった。社長級の持株比率は係数
図表 4　不正会計の発生に関するロジスティック回帰分析 ab
Variables Model ? Model ? Model ? Model ?
機会（Opportunity）
監査法人（BIG?） ︲?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)




金融機関の持株比率 ?.??? ** ?.??? **
(?.???) (?.???)
法人株主の持株比率 ︲?.??? *** ︲?.??? ** ︲?.??? **
(?.???) (?.???) (?.???)
社外取締役比率 ︲?.??? ︲?.??? ︲?.??? ︲?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
指名委員会等設置会社等 ?.??? ?.??? ?.??? ?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
動機（Pressure）
ROA ︲?.??? ︲?.??? * ︲?.??? ︲?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
Free Cash Flow ︲?.??? ** ︲?.??? ** ︲?.??? * ︲?.??? *
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
Net D/E ratio ?.??? ?.??? ?.??? ?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
社長級の持株比率 ?.??? ** ?.??? ** ?.??? *** ?.??? **
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
Control Variable
時価総額 ?.??? * ?.??? ** ?.??? ?.???
(?.???) (?.???) (?.???) (?.???)
Obs. ?,??? ?,??? ?,??? ?,???
Log likelihood ︲???.??? ︲???.??? ︲???.??? ︲???.???
LR chi? ??.??? ??.??? ??.??? ??.???
Prob > chi? ?.??? ?.??? ?.??? ?.???
ａ　括弧内は Std. Err.
ｂ　*** は 1% 水準で有意、** は 5% 水準で有意、* は 10% 水準で有意
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　Model 4 は全変数による分析を行った。Model 4 では Free Cash Flow の有意水準が





















　ROA の減少は Model 2 のみ 10％の弱い水準で有意となり、Free cash flow の減少は
Model 1 と 2 は 5％水準、Model 3 と 4 は 10％の弱い有意水準であるが不正会計の発生を増
───────────
（4） 外れ値の影響を検証するため、監査報酬／売上高が 10％以上、ROA が－ 10％以下、Free Cash Flow
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